
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































時期 総数 禁軍 廂軍 典拠
太祖開宝 378000193000185000『 文 献 通 考 』152
太宗至道 666000358000308000『 文 献 通 考 』152
真宗天禧 912000432000480000『 文 献 通 考 』152
仁宗慶暦 1259000826000433000『 文 献 通 考 』152
仁宗嘉祐 1181532693339488193『 立諾明 集 』22
英宗治平 1162000663000499000『 文 献 通 考 』152
神宗煕寧 568688『 宋 史 』巻189
神宗元豊 612243『 宋 史 』巻189
哲宗元祐 550000『 長 編 』472

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(『東 洋 学報 』74-3・41993)参 照 。
 
北
宋
辺
境
の
軍
糧
支
出
③
加
俸
の
支
給
は
、
北
宋
の
末
に
定
着
し
た
。
氏
の
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、
北
宋
の
屯
駐
・
駐
泊
禁
軍
の
俸
給
は
、
末
期
を
除
い
て
、
本
俸
の
一
部
を
割
い
て
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
三
路
を
本
拠
地
と
す
る
就
糧
禁
軍
の
指
揮
数
は
、
最
盛
期
で
も
全
体
の
四
〇
%
に
満
た
な
い
(表
5
参
照
)。
ま
た
、
三
路
に
配
備
さ
れ
た
禁
軍
の
内
、
最
前
線
の
州
軍
を
本
拠
地
と
す
る
就
糧
禁
軍
は
、
『宋
史
』
巻
一
八
七
丘
2
建
隆
以
来
之
制
に
よ
る
と
、
河
北
が
二
五
四
指
揮
中
九
四
指
揮
(三
六
%
)
、
・河
東
が
一
六
〇
指
揮
中
三
二
指
揮
(二
〇
%
)
、
陝
西
が
三
二
九
指
揮
中
一
二
　お
　
三
指
揮
(三
七
%
)
と
な
り
、
全
体
で
は
三
三
%
で
あ
る
。
最
前
線
の
州
軍
に
駐
留
す
る
禁
軍
に
は
、
三
路
以
外
の
地
域
か
ら
移
動
し
て
き
た
禁
軍
だ
け
で
な
く
、
陝
西
・
河
東
・
河
北
の
南
部
か
ら
移
動
し
て
き
た
禁
軍
も
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
辺
境
に
駐
留
す
る
禁
軍
の
多
く
は
、
路
外
か
ら
の
就
糧
ま
た
は
路
南
部
か
ら
移
動
し
て
き
た
部
隊
で
、
実
際
に
支
給
さ
れ
る
俸
給
は
、
家
族
へ
の
支
給
分
を
除
い
た
も
の
と
な
る
。
辺
境
地
帯
で
の
軍
糧
消
費
量
が
兵
士
数
ほ
ど
に
大
き
く
な
ら
な
い
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
程
度
の
糧
が
支
給
さ
れ
た
の
か
。
『長
編
』
巻
一
二
五
宝
元
二
年
是
歳
の
条
に
、
今
防
辺
の
東
兵
は
、
人
ご
と
に
月
に
米
七
斗
五
升
を
受
く
。
と
あ
る
。
「
東
兵
」
と
は
、
陝
西
以
東
の
地
か
ら
や
っ
て
き
た
駐
泊
・
屯
駐
禁
軍
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
は
一
月
に
七
斗
五
升
、
本
俸
の
半
分
に
当
た
る
年
九
七
五
七
六
石
が
支
給
さ
れ
た
。
『河
南
先
生
文
集
』
巻
二
四
「
申
和
顧
人
修
城
状
」
に
も
、
金
明
駐
す
る
所
の
兵
士
、
合
に
請
す
べ
き
口
食
二
勝
半
を
も
っ
て
、
細
計
し
た
る
に
、
白
麪
一
斤
半
な
り
。
若
し
麪
餅
を
作
ら
ば
　む
　
三
箇
、
一
日
の
食
に
充
つ
。
と
あ
る
。
金
明
寨
に
駐
留
す
る
兵
士
は
、
一
日
に
口
食
二
升
半
(年
九
石
)
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
兵
士
が
一
日
に
必
要
と
す
る
米
の
お
　
ゑ
　
量
は
、
二
升
程
度
で
あ
る
。
北
宋
の
後
期
に
支
給
さ
れ
た
加
俸
も
、
出
界
の
戦
兵
に
は
糧
米
二
升
が
、
差
出
の
軍
士
に
は
将
校
三
升
・
　の
　
兵
士
二
升
が
支
給
さ
れ
た
。
先
に
ふ
れ
た
支
給
例
・
削
減
量
も
一
部
を
除
い
て
年
間
七
～
一
〇
石
(
一
日
二
升
～
二
・
七
升
)
の
間
で
推
移
し
て
い
る
(表
3
・
4
参
照
)
。
こ
れ
ま
で
の
事
例
を
検
討
す
る
と
、
出
戍
禁
軍
一
日
の
糧
の
支
給
額
は
二
升
か
ら
二
升
半
と
考
え
ら
れ
る
(年
額
七
・
二
石
～
九
石
)
。
俸
糧
は
兵
士
が
必
要
と
す
る
量
だ
け
支
給
さ
れ
、
そ
の
他
は
家
族
に
支
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
出
戍
禁
軍
に
対
す
る
俸
給
の
支
給
額
を
明
確
に
規
定
し
た
史
料
は
、
未
だ
見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
、
兵
制
が
更
戍
を
前
提
と
し
て
い
る
以
上
、
禁
軍
の
移
動
は
常
に
想
定
さ
れ
る
事
態
で
あ
り
、
当
初
か
ら
何
ら
か
の
形
で
規
定
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
一
日
に
二
升
～
二
升
半
と
い
う
支
給
例
は
、
地
域
や
状
況
が
限
定
さ
れ
る
特
殊
な
事
例
と
考
え
る
よ
り
は
、
一
般
的
な
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
屯
駐
・
駐
泊
禁
軍
の
俸
糧
支
給
額
を
年
九
石
(
一
日
二
・
五
升
)
と
す
る
。
第
三
章
廂
禁
軍
の
配
置
状
況
と
糧
の
消
費
量
本
章
で
は
、
考
察
の
対
象
時
期
を
禁
軍
・
廂
軍
が
最
も
増
加
し
た
慶
暦
年
間
と
し
、
廂
禁
軍
の
実
数
と
配
置
状
況
を
把
握
し
、
三
路
で
の
糧
料
の
支
出
額
を
考
察
す
る
。
禁
軍
数
を
考
察
す
る
前
に
、
一
指
揮
あ
た
り
の
兵
士
数
に
つ
い
て
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
指
揮
五
〇
〇
人
が
定
員
で
は
あ
　お
　
る
が
、
兵
員
の
死
亡
や
逃
亡
等
に
よ
っ
て
、
実
数
は
定
員
に
満
た
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
。
真
宗
の
末
に
は
、
兵
士
四
三
万
二
〇
〇
〇
人
に
対
し
て
一
〇
九
四
指
揮
で
一
指
揮
の
人
数
は
平
均
約
三
九
五
人
。
仁
宗
の
末
で
は
、
兵
士
六
九
万
三
三
三
九
人
に
対
し
て
一
九
二
　
ム
　
四
指
揮
で
一
指
揮
の
人
数
は
平
均
約
三
六
〇
人
。
慶
暦
年
間
に
つ
い
て
は
、
兵
士
数
は
確
認
で
き
る
が
、
指
揮
の
実
数
が
定
か
で
は
な
　ま
い
。
た
だ
、
二
〇
〇
〇
指
揮
を
越
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
指
揮
の
人
数
は
平
均
四
〇
〇
人
前
後
と
思
わ
れ
る
。
神
宗
　あ
　
朝
に
入
っ
て
、
大
幅
な
指
揮
の
削
減
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
仁
宗
末
年
の
一
指
揮
の
人
数
は
、
そ
れ
ま
で
に
比
べ
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
真
宗
か
ら
仁
宗
中
期
の
問
は
、
一
指
揮
四
〇
〇
人
前
後
と
考
え
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
一
指
揮
四
〇
〇
人
と
し
て
計
算
す
る
。
各
州
に
配
備
さ
れ
た
禁
軍
指
揮
数
に
つ
い
て
も
、
慶
暦
年
間
の
実
数
は
、
表
5
に
見
え
る
よ
り
多
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
数
の
推
定
は
困
難
で
、
多
く
と
も
一
割
強
で
あ
ろ
う
か
ら
(註
25
参
照
)
、
表
5
の
仁
宗
末
年
の
数
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。
仁
宗
朝
の
禁
軍
増
加
は
、
対
西
夏
戦
争
の
激
化
と
い
う
事
態
に
直
面
し
、
陝
西
や
河
東
の
国
境
に
多
く
の
禁
軍
を
配
置
し
た
こ
と
が
要
因
と
さ
れ
る
が
、
新
た
に
三
路
に
配
備
さ
れ
た
指
揮
数
は
、
増
加
数
の
半
分
強
に
過
ぎ
な
い
(七
九
四
指
揮
中
四
一
六
指
揮
)。
増
　む
加
し
た
禁
軍
の
半
数
は
、
地
方
か
ら
三
路
へ
の
出
戍
に
よ
っ
て
低
下
し
た
当
地
の
治
安
維
持
を
主
目
的
と
し
て
配
備
さ
れ
た
。
い
く
ら
か
は
三
路
に
出
戍
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
多
く
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
開
封
に
配
備
さ
れ
た
禁
軍
も
、
首
都
に
駐
留
し
て
い
る
と
い
う
特
性
上
、
多
く
が
三
路
に
出
戍
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
慶
暦
五
年
の
時
点
で
、
開
封
と
そ
の
周
辺
で
は
月
に
三
四
　　
　
万
石
の
軍
糧
を
消
費
し
て
い
た
。
仮
に
、
出
戍
兵
士
の
家
族
へ
の
支
給
額
を
九
石
と
し
、
在
京
禁
軍
の
総
数
を
二
七
万
三
六
〇
〇
人
、
　　
　
実
際
に
駐
留
し
て
い
る
禁
軍
を
X
と
し
て
方
程
式
を
た
て
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
1
8
x
+
9
(2
73
6
00
0
-
x
)
=
4
0
80
0
00
x
=
17
9
73
3
在
京
の
禁
軍
数
は
約
一
八
万
人
と
な
り
、
一
〇
万
人
を
下
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
仁
宗
天
聖
以
降
に
開
封
と
三
路
以
外
に
増
置
さ
れ
た
指
揮
数
は
二
七
七
、
=
万
八
〇
〇
人
で
あ
る
。
西
夏
と
の
戦
闘
に
よ
っ
て
、
多
く
の
部
隊
が
増
強
・
創
設
さ
れ
た
が
、
三
路
以
外
の
地
域
に
も
二
〇
万
人
以
上
の
禁
軍
が
駐
留
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
三
路
の
禁
軍
は
、
ど
ん
な
に
多
く
見
積
も
っ
て
北
宋
辺
境
の
軍
糧
支
出
七
七
七
八
も
六
〇
万
人
を
越
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
の
点
を
念
頭
に
置
い
て
、
三
路
に
配
備
さ
れ
た
禁
軍
数
を
考
察
す
る
。
欧
陽
修
が
河
北
転
運
按
察
使
に
就
任
し
た
慶
暦
四
年
八
月
に
は
、
河
北
に
「廂
禁
軍
馬
義
勇
民
兵
四
十
七
万
七
千
人
」
が
駐
留
し
て
　
M
ﾎ
.
.
.
.
.
.
.
_
.
.
_
.
　
M
　
い
た
。
同
時
期
の
義
勇
に
つ
い
て
は
、
「今
河
北
見
管
義
勇
十
七
万
有
余
人
」
と
記
述
し
て
い
る
。
残
り
約
三
〇
万
人
が
廂
禁
軍
馬
民
兵
と
な
る
が
、
「民
兵
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
よ
う
に
、
河
北
に
は
義
勇
以
外
に
も
郷
兵
が
駐
留
し
て
い
た
。
慶
暦
二
年
に
強
壮
二
九
万
五
〇
〇
〇
人
の
内
七
割
が
義
勇
と
な
っ
た
が
、
残
り
の
強
壮
は
存
続
し
た
。
実
数
は
定
か
で
は
な
い
が
、
三
割
が
す
べ
て
強
壮
と
し
　
　
　
て
残
っ
た
と
す
る
と
八
万
八
五
〇
〇
人
と
な
る
。
他
に
も
忠
順
・
強
人
砦
戸
と
い
う
郷
兵
が
駐
留
し
て
い
た
。
『長
編
』
巻
一
五
〇
慶
暦
四
年
六
月
戊
午
の
条
に
、
今
無
事
の
時
、
河
朔
已
に
駐
泊
・
屯
駐
・
就
糧
兵
十
八
万
、
本
城
五
万
有
り
。
用
兵
の
時
に
至
り
て
、
約
十
万
人
を
増
さ
ば
、
則
ち
戦
兵
足
る
。
と
あ
る
。
慶
暦
四
年
に
は
駐
泊
・
屯
駐
・
就
糧
兵
一
八
万
人
と
廂
軍
五
万
人
が
駐
留
し
て
い
た
。
民
兵
を
七
万
と
す
れ
ば
、
禁
軍
一
八
万
・
廂
軍
五
万
・
義
勇
等
一
七
万
の
合
計
四
七
万
人
と
な
る
。
慶
暦
四
年
以
降
の
禁
軍
の
推
移
は
、
英
宗
の
時
に
一
五
万
人
と
い
う
記
　お
　
述
が
あ
る
。
「
用
兵
の
時
に
至
り
て
、
約
十
万
人
を
増
さ
ば
、
則
ち
戦
兵
足
る
。」
と
あ
る
が
、
慶
暦
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
契
丹
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
或
い
は
こ
の
時
期
に
河
北
の
禁
軍
は
三
〇
万
人
近
く
に
達
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
史
料
上
で
は
確
認
で
き
な
い
。
河
北
の
就
糧
禁
軍
は
一
〇
万
一
六
〇
〇
人
、
屯
駐
・
駐
泊
禁
軍
は
全
軍
の
四
四
%
の
七
万
八
四
〇
〇
人
、
廂
軍
は
五
万
人
と
推
定
で
き
る
。
『欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
=
五
「論
宣
毅
万
勝
等
兵
箚
子
」
に
よ
る
と
、
欧
陽
修
が
河
東
に
派
遣
さ
れ
た
慶
暦
四
年
当
時
、
現
地
に
は
駐
泊
三
万
二
〇
〇
〇
余
人
・
就
糧
六
万
二
七
〇
〇
余
人
、
合
わ
せ
て
禁
軍
九
万
四
七
〇
〇
人
余
、
廂
軍
三
万
人
が
駐
留
し
て
い
た
。
陝
西
は
、
『長
編
』
巻
=
三
一
慶
暦
元
年
六
月
己
亥
の
王
尭
臣
の
言
に
、
躑
延
路
六
万
八
千
・
環
慶
路
五
万
・
湮
原
路
七
万
・
秦
鳳
路
二
万
七
千
余
、
州
軍
県
鎮
城
寨
に
分
屯
す
。
と
あ
る
。
慶
暦
元
年
に
は
、
陝
西
四
路
で
二
一
万
五
〇
〇
〇
人
余
の
兵
力
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
内
、
湮
原
路
の
七
万
人
は
、
弓
箭
手
　あ
　
二
万
人
と
禁
軍
五
万
人
の
合
計
で
あ
る
。
弓
箭
手
は
成
立
当
初
か
ら
国
境
地
帯
の
寨
堡
に
番
戍
し
て
守
備
に
当
た
る
こ
と
を
任
務
と
し
　
あ
　
た
。
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
同
様
に
現
地
の
禁
軍
と
共
同
し
て
守
備
に
あ
た
り
、
兵
士
数
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
暦
の
初
め
に
は
、
三
万
二
五
八
〇
人
の
弓
箭
手
が
陝
西
に
駐
留
し
て
お
り
、
禁
軍
は
約
一
八
万
人
と
な
る
。
永
興
軍
路
(駐
留
指
揮
数
七
〇
)
の
記
述
が
な
く
、
若
干
の
上
乗
せ
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
二
〇
万
人
を
大
き
く
越
え
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
康
定
元
　ま
年
に
は
、
す
で
に
湮
原
路
七
万
人
・
躑
延
路
六
～
七
万
人
の
兵
力
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
慶
暦
二
年
に
も
、
四
路
合
わ
せ
て
二
一
万
五
、
(37
)
(38
)
○
○
○
人
と
い
う
記
述
が
見
え
、
翌
三
年
に
は
、
環
慶
路
だ
け
で
は
あ
る
が
「
兵
馬
五
万
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
康
定
元
年
以
降
、
慶
暦
四
年
一
〇
月
に
西
夏
と
の
和
議
が
成
立
す
る
ま
で
、
史
料
上
に
は
大
き
な
兵
力
の
増
減
は
な
い
。
英
宗
の
時
に
一
九
万
人
と
い
う
　あ
　
記
述
が
あ
り
、
陝
西
の
禁
軍
は
二
〇
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
廂
軍
は
、
『長
編
』
巻
一
九
六
・
嘉
祐
七
年
二
月
癸
卯
の
薛
向
の
言
に
、
陝
西
の
兵
、
廂
・
禁
軍
凡
そ
二
十
五
万
。
と
あ
り
、
治
平
の
禁
軍
数
が
一
九
万
人
で
あ
る
か
ら
廂
軍
数
は
約
六
万
人
と
な
る
。
他
地
域
か
ら
の
移
動
も
考
え
ら
れ
る
が
、
地
方
に
あ
っ
て
役
使
に
従
事
す
る
こ
と
が
主
た
る
任
務
で
あ
っ
た
廂
軍
が
禁
軍
ほ
ど
大
規
模
に
移
動
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
慶
暦
年
間
に
お
い
て
も
六
万
人
前
後
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
陝
西
の
就
糧
禁
軍
は
=
二
万
四
〇
〇
人
と
な
り
、
駐
泊
の
数
は
全
軍
の
三
五
%
、
六
万
九
六
〇
〇
人
、
廂
軍
は
六
万
人
と
な
る
。
河
北
・
河
東
が
慶
暦
四
年
、
陝
西
も
四
年
ま
で
は
大
き
な
増
減
の
記
事
は
確
認
で
き
な
い
。
慶
暦
四
年
に
三
路
に
配
備
さ
れ
て
い
た
禁
軍
は
、
四
七
万
四
七
〇
〇
人
と
な
る
。
屯
駐
・
駐
泊
禁
軍
の
総
数
が
一
八
万
人
と
推
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
三
路
で
の
糧
消
費
量
は
　れ
　
六
九
二
万
四
六
〇
〇
石
、
廂
軍
は
一
四
万
人
、
二
〇
一
万
六
〇
〇
〇
石
と
な
り
、
合
計
八
九
四
万
六
〇
〇
石
と
な
る
。
禁
軍
の
減
少
に
比
例
し
て
馬
料
の
消
費
量
も
減
少
し
た
と
考
え
れ
ば
、
嘉
祐
の
馬
料
総
額
が
二
五
二
万
石
で
あ
る
か
ら
、
慶
暦
の
推
測
値
は
三
〇
〇
万
北
宋
辺
境
の
軍
糧
支
出
七
九
八
〇
(41
)
(
42
)
石
と
な
る
。
慶
暦
五
年
の
開
封
の
馬
料
消
費
量
が
年
間
四
八
万
石
、
開
封
以
外
の
地
域
の
馬
が
す
べ
て
三
路
に
移
動
し
た
と
す
れ
ば
、
消
費
量
は
二
五
〇
万
石
前
後
と
な
る
。
仁
宗
末
の
馬
軍
の
配
置
状
況
を
参
考
に
(表
5
参
照
)
三
路
そ
れ
ぞ
れ
の
料
消
費
量
を
推
測
す
る
と
河
北
:
一
二
五
万
石
、
河
東
:
四
二
万
五
〇
〇
〇
石
、
陝
西
:
八
二
万
五
〇
〇
〇
石
で
あ
る
。
三
路
の
総
消
費
量
は
糧
料
約
=
五
〇
万
石
、
各
路
の
消
費
量
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
河
北
四
五
〇
万
四
四
〇
〇
石
河
東
二
二
七
万
三
六
〇
〇
石
陝
西
四
六
六
万
二
六
〇
〇
石
三
路
と
い
っ
て
も
、
南
部
の
黄
河
や
渭
水
流
域
か
ら
北
部
の
契
丹
や
西
夏
と
の
国
境
線
ま
で
の
距
離
は
、
直
線
距
離
に
し
て
三
〇
〇
～
五
〇
〇
㎞
前
後
に
達
す
る
。
河
北
を
別
に
す
れ
ば
、
北
部
は
山
岳
地
帯
が
多
く
、
輸
送
が
困
難
な
地
域
で
あ
る
。
三
路
の
内
部
を
北
部
辺
境
地
帯
と
そ
れ
以
外
の
地
域
と
に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
辺
境
に
本
拠
地
を
置
く
就
糧
禁
軍
は
、
全
体
の
三
三
%
、
す
べ
て
の
禁
軍
が
辺
境
へ
移
動
す
る
こ
と
は
無
い
と
思
う
が
、
仮
に
す
べ
て
の
禁
軍
が
移
動
す
る
も
の
と
し
て
計
算
す
る
と
、
実
際
に
　ゆ
　
辺
境
で
消
費
さ
れ
る
禁
軍
の
軍
糧
は
、
五
一
五
万
七
〇
〇
〇
石
と
な
る
。
辺
境
で
の
糧
料
消
費
量
は
、
禁
軍
が
最
大
で
約
五
〇
〇
万
石
、
馬
料
の
総
額
が
二
五
〇
万
石
で
あ
っ
た
か
ら
、
廂
軍
が
す
べ
て
辺
境
に
駐
留
し
た
と
し
て
、
約
九
五
〇
万
石
で
あ
る
。
三
路
に
駐
留
す
る
禁
軍
は
全
体
の
六
割
、
廂
軍
は
三
割
と
従
来
い
わ
れ
て
き
た
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
史
料
の
関
係
か
ら
誤
差
が
生
じ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
本
章
の
初
め
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
三
路
の
禁
軍
数
が
六
〇
万
人
を
越
え
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
仮
に
一
〇
万
人
の
禁
軍
が
新
た
に
加
わ
っ
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
屯
駐
・
駐
泊
禁
軍
で
あ
る
か
ら
、
三
路
で
増
加
す
る
糧
は
九
〇
万
石
で
あ
る
。
郷
兵
の
消
費
す
る
糧
を
張
方
平
の
言
に
従
っ
て
一
〇
〇
万
石
と
す
れ
ば
(註
13
参
照
)
、
糧
料
消
費
量
は
最
大
で
=
二
四
〇
万
石
と
な
る
。
/
第
四
章
糧
料
支
出
の
実
状
第
三
章
に
お
け
る
考
察
か
ら
得
た
推
定
値
は
、
禁
軍
・
廂
軍
が
す
べ
て
辺
境
に
移
動
し
た
と
い
う
仮
定
の
下
で
最
大
値
を
示
し
た
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
起
こ
り
得
な
い
事
態
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
西
夏
の
台
頭
と
い
う
事
態
に
対
し
て
、
数
年
の
内
に
約
四
〇
万
人
も
の
禁
軍
を
配
備
し
た
が
、
緊
急
時
の
対
応
が
当
地
の
事
情
や
効
率
的
な
配
置
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
結
果
的
に
兵
力
　　
　
の
増
加
に
力
点
を
置
い
た
配
備
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
本
章
で
は
、
第
三
章
の
推
定
に
修
正
を
加
え
つ
つ
、
よ
り
実
状
に
近
づ
け
る
。
三
路
の
禁
軍
は
、
最
前
線
の
各
城
塞
で
辺
防
の
任
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
、
契
丹
や
西
夏
と
の
関
係
が
緊
張
し
た
時
期
を
除
け
ば
、
常
時
多
く
の
禁
軍
が
辺
境
に
駐
留
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
韓
埼
は
、
西
夏
と
の
和
議
が
成
立
し
た
翌
年
の
慶
暦
五
年
に
は
、
陝
西
　タ
四
路
の
駐
兵
の
内
、
六
分
を
辺
に
留
め
、
二
分
を
東
に
帰
し
、
二
分
を
近
裏
州
軍
に
留
め
る
よ
う
に
主
張
し
た
。
陝
西
の
辺
防
に
つ
い
て
張
方
平
や
宋
祁
は
、
三
月
以
降
収
穫
が
終
わ
る
ま
で
の
間
、
西
夏
が
進
入
し
て
こ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
期
間
中
は
兵
馬
を
内
地
の
　ゆ　
　ぜ
州
府
に
就
食
さ
せ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
実
際
に
、
駐
泊
禁
軍
を
近
裏
州
軍
に
移
駐
さ
せ
、
料
草
の
消
費
を
省
く
た
め
に
軍
馬
を
移
動
　も
　
　タ
さ
せ
て
い
る
。
河
北
で
は
、
駐
泊
・
屯
駐
・
就
糧
禁
軍
の
兵
士
を
帰
営
或
い
は
京
東
の
曹
・
鄲
州
等
に
分
屯
さ
せ
て
い
る
。
禁
軍
を
北
辺
か
ら
南
に
移
動
さ
せ
、
分
屯
・
就
食
さ
せ
る
と
い
う
方
法
は
、
北
宋
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
真
宗
期
以
降
数
多
く
見
ら
れ
る
。
宋
祁
は
、
禁
軍
を
内
地
に
就
食
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「辺
上
州
軍
愛
惜
得
年
支
糧
草
」
、
「
兵
馬
有
休
息
之
時
」、
「兵
士
到
内
地
州
府
亦
為
裹
費
」、
「関
陝
之
民
免
得
転
般
糧
食
」
の
四
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
主
張
し
た
。
三
路
の
南
部
は
京
東
路
や
京
西
路
と
地
理
的
に
近
く
、
黄
河
の
水
運
を
通
じ
て
結
び
つ
い
て
い
る
。
特
に
河
北
は
、
御
河
の
水
運
に
　の
　
も
恵
ま
れ
、
黄
河
を
挟
ん
だ
南
側
の
京
東
路
と
関
係
が
深
く
、
就
食
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
地
域
か
ら
の
運
糧
も
行
わ
れ
た
。
陝
西
・
河
東
・
河
北
の
辺
境
地
域
の
生
産
力
の
低
さ
は
だ
れ
も
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
陝
西
南
部
の
関
中
平
野
・
河
東
の
汾
水
流
域
北
宋
辺
境
の
軍
糧
支
出
八
一
八
二
　　
　
・
河
北
南
部
の
邪
州
・
洛
州
や
懐
州
・
衛
州
等
は
、
生
産
力
も
高
く
交
通
の
便
も
良
い
土
地
で
あ
る
。
辺
境
地
域
に
比
べ
れ
ば
、
糧
草
を
入
手
す
る
こ
と
は
容
易
く
、
運
搬
す
る
手
間
や
費
用
、
さ
ら
に
入
中
を
行
う
場
合
に
支
出
さ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
の
減
少
等
の
効
果
も
　ロ
　
予
想
で
き
る
。
禁
軍
の
移
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
軍
事
力
の
低
下
を
補
う
た
め
に
、
宋
朝
は
郷
兵
や
蕃
兵
の
利
用
を
推
進
し
た
。
范
仲
淹
は
東
兵
を
削
　
お
　
減
し
て
、
蕃
兵
・
弓
箭
手
・
土
兵
で
防
衛
に
あ
た
ら
せ
る
事
を
主
張
し
、
韓
埼
は
辺
境
の
堡
寨
の
う
ち
で
、
小
規
模
な
寨
柵
は
経
略
部
　ヨ
署
司
に
委
ね
、
人
員
兵
士
三
〇
名
を
留
め
る
外
に
弓
箭
手
を
置
い
て
防
衛
さ
せ
る
よ
う
に
請
う
た
。
第
一
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
郷
兵
は
禁
軍
に
比
べ
て
消
費
す
る
糧
が
大
幅
に
少
な
く
、
蕃
兵
や
弓
箭
手
は
俸
給
の
支
給
を
ほ
と
ん
ど
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
な
い
。
辺
境
地
帯
で
の
郷
兵
・
弓
箭
手
・
蕃
兵
の
増
加
が
軍
糧
支
出
の
極
端
な
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が
な
い
上
、
戦
力
と
し
て
も
禁
軍
と
同
等
　あ
　
或
い
は
そ
れ
以
上
に
重
要
視
さ
れ
た
。
『宋
史
』
巻
一
九
〇
兵
四
に
よ
る
と
、
弓
箭
手
は
治
平
の
末
に
は
陝
西
四
万
六
三
〇
〇
人
・
河
東
七
五
〇
〇
人
が
配
備
さ
れ
、
慶
暦
の
初
め
に
比
べ
て
陝
西
で
は
四
割
近
く
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
煕
寧
七
年
に
導
入
さ
れ
た
将
　め
　
兵
制
に
お
い
て
は
、
蕃
兵
・
郷
兵
・
禁
軍
が
同
一
の
部
隊
と
し
て
編
成
し
て
い
る
。
軍
事
力
に
お
け
る
禁
軍
の
比
率
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
政
策
を
個
別
の
も
の
と
し
て
検
討
す
れ
ば
、
軍
事
的
或
い
は
財
政
的
に
大
き
な
効
果
を
上
げ
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
一
体
の
も
の
と
し
て
考
え
た
と
き
、
路
全
体
或
い
は
地
域
内
に
お
け
る
糧
の
消
費
は
、
辺
境
地
域
へ
の
集
中
と
い
う
形
か
ら
、
路
内
各
地
域
へ
の
分
散
化
・
均
等
化
と
い
う
形
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
補
給
を
行
う
場
合
に
最
も
困
難
な
こ
と
は
、
一
カ
所
で
一
時
期
に
大
量
の
物
資
が
消
費
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
交
通
の
便
が
よ
く
、
生
産
地
か
ら
も
近
い
場
所
で
あ
る
な
ら
と
も
か
く
、
輸
送
が
困
難
な
北
方
の
辺
境
地
帯
で
の
兵
力
の
集
中
は
、
補
給
線
に
過
度
な
負
担
を
か
け
る
。
戦
力
の
分
散
は
、
一
カ
所
で
の
物
資
の
大
量
消
費
を
防
ぐ
手
段
と
し
て
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
実
際
に
路
内
で
消
費
さ
れ
る
糧
料
の
総
量
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
辺
境
で
の
消
費
量
は
、
大
幅
に
減
少
す
る
。
宋
祁
が
主
張
す
る
よ
う
に
三
月
か
ら
八
月
末
ま
で
の
六
ヶ
月
間
、
禁
軍
の
半
数
を
内
地
に
就
食
さ
せ
れ
ば
、
辺
境
で
の
消
費
量
は
人
糧
一
〇
六
万
八
三
〇
〇
石
・
馬
料
六
二
万
五
〇
〇
〇
石
減
少
す
る
。
『長
編
』
巻
一
八
四
嘉
祐
元
年
十
月
丁
卯
の
条
に
み
え
る
薛
向
　ミ
の
建
議
に
よ
る
と
、
河
北
の
辺
境
一
一
州
軍
で
一
年
間
に
消
費
す
る
糧
料
は
、
粟
一
八
〇
万
石
・
豆
六
五
万
石
で
あ
っ
た
。
粟
は
籾
付
き
の
穀
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
脱
穀
す
る
と
約
一
〇
八
万
石
と
な
る
。
馬
料
と
思
わ
れ
る
豆
六
五
万
石
を
加
え
て
、
糧
料
一
七
三
万
石
で
あ
る
。
消
費
量
減
少
の
直
接
の
原
因
は
、
禁
軍
・
廂
軍
の
削
減
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
慶
暦
か
ら
治
平
に
か
け
て
の
禁
軍
数
の
減
少
は
河
北
全
体
で
三
万
人
に
過
ぎ
ず
、
禁
軍
の
帰
営
や
移
屯
、
郷
兵
の
利
用
を
行
っ
た
結
果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
河
北
の
事
例
を
も
と
に
、
河
東
と
陝
西
の
辺
境
で
の
糧
料
消
費
量
を
三
章
の
推
定
値
と
の
対
比
か
ら
推
測
す
る
と
、
約
八
七
万
石
・
約
一
七
九
万
石
と
な
り
、
三
路
の
総
計
は
四
三
九
万
石
と
な
る
。
西
夏
と
の
関
係
は
、
契
丹
と
の
関
係
に
比
べ
て
安
定
を
欠
い
て
い
た
た
め
、
陝
西
の
状
況
を
河
北
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
対
外
的
な
関
係
が
緊
張
し
た
時
期
を
除
け
ば
、
辺
境
で
の
糧
料
消
費
量
が
五
〇
〇
万
石
を
大
き
く
越
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
禁
軍
数
は
、
治
平
に
は
陝
西
一
九
万
人
・
河
北
一
五
万
人
と
(58
)
(59
)
若
干
減
少
し
、
煕
寧
に
は
就
糧
禁
軍
の
定
額
は
陝
西
一
〇
万
人
・
河
北
七
万
人
と
慶
暦
に
比
べ
て
三
割
近
く
減
少
す
る
。
廂
軍
も
大
幅
　　
　
に
削
減
さ
れ
、
陝
西
で
は
三
万
人
に
縮
小
さ
れ
た
。
路
外
へ
の
就
食
も
考
慮
に
い
れ
れ
ば
、
三
路
全
体
で
の
糧
料
消
費
量
は
、
一
〇
〇
〇
万
石
を
下
回
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
代
の
禁
軍
数
の
推
移
は
、
慶
暦
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
る
。
禁
軍
数
の
最
大
値
は
慶
暦
の
約
八
二
万
人
。
真
宗
末
の
禁
軍
数
は
四
二
万
人
、
仁
宗
の
末
に
は
約
六
九
万
人
、
神
宗
煕
寧
期
は
約
五
七
万
人
で
あ
る
。
禁
軍
は
真
宗
末
か
ら
慶
暦
に
か
け
て
二
倍
に
増
加
し
、
煕
寧
に
は
最
高
時
に
比
べ
て
三
〇
%
減
少
し
、
以
後
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
(表
1
参
照
)。
慶
暦
の
禁
軍
数
は
、
明
ら
か
に
他
の
時
期
に
比
べ
て
異
常
で
あ
っ
て
、
宋
代
の
一
般
的
な
状
況
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、
仁
宗
末
期
以
降
の
状
況
を
一
般
的
な
も
の
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
北
宋
辺
境
の
軍
糧
支
出
八
三
八
四
結
語
北
宋
前
期
、
三
路
に
お
け
る
糧
料
の
支
出
額
は
、
宝
元
～
慶
暦
に
か
け
て
の
混
乱
期
を
除
く
と
一
〇
〇
〇
万
石
を
下
回
り
、
国
境
地
帯
で
は
五
〇
〇
万
石
前
後
と
推
定
で
き
る
。
『長
編
』
巻
一
一
四
景
祐
元
年
五
月
乙
丑
の
条
に
は
、
河
北
は
歳
ご
と
に
芻
糧
千
二
十
万
を
費
や
し
、
其
の
賦
入
は
十
の
三
を
支
え
、
陝
西
は
歳
ご
と
に
千
五
百
万
を
費
や
し
、
其
の
賦
入
は
十
の
五
を
支
え
、
自
余
悉
く
給
を
京
師
に
仰
ぐ
。
と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
、
陝
西
や
河
北
が
補
給
を
京
師
に
仰
い
で
い
る
状
況
を
伝
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
賦
入
と
あ
り
、
和
糴
や
折
納
は
含
ま
れ
な
い
。
宋
朝
の
財
政
は
、
和
糴
や
折
納
或
い
は
市
糴
を
前
提
と
し
て
維
持
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。
『端
明
集
』
巻
二
二
「論
兵
十
事
」
に
よ
る
と
、
糧
の
歳
収
二
六
九
四
万
石
の
内
、
両
税
収
入
は
六
七
%
の
一
八
〇
七
万
石
に
過
ぎ
ず
、
草
に
到
っ
て
は
全
て
が
両
税
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
(表
2
参
照
)。
例
え
ば
、
江
南
か
ら
の
上
供
米
の
三
分
の
一
は
和
糴
　む
　ヨ
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
、
陝
西
で
は
年
に
草
一
〇
〇
〇
万
束
以
上
が
折
納
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
。
一
〇
〇
〇
万
石
と
い
う
穀
物
は
、
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
部
分
を
他
地
域
の
穀
物
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
多
く
は
な
い
。
嘉
祐
年
間
の
両
税
斛
斗
の
総
額
は
一
八
〇
七
万
石
で
あ
る
。
島
居
氏
に
よ
る
と
、
東
南
六
路
の
両
税
斛
斗
の
総
額
は
八
〇
〇
万
石
、
実
微
額
は
四
〇
〇
(
63
)
(64
)
万
石
で
あ
る
。
華
北
の
五
路
と
東
南
六
路
以
外
の
地
域
が
占
め
る
両
税
の
割
合
が
一
割
に
も
満
た
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
華
北
地
域
の
両
税
斛
斗
と
和
糴
を
加
え
た
収
入
は
一
〇
〇
〇
万
石
を
越
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
家
の
財
政
誘
導
と
開
封
・
江
南
・
現
地
の
客
商
の
存
在
な
し
に
辺
境
で
の
軍
糧
獲
得
政
策
の
維
持
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
点
、
最
前
線
だ
け
で
補
給
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
、
辺
境
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
に
視
点
を
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
も
う
少
し
大
き
な
視
点
で
、
例
え
ば
路
や
路
よ
り
大
き
な
区
域
で
税
物
の
動
き
を
捉
え
る
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
地
域
市
場
、
幾
人
か
の
客
商
の
手
を
経
る
こ
と
に
　お
　
よ
っ
て
辺
境
へ
の
財
政
的
物
流
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
ま
た
違
っ
た
見
方
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
再
考
の
余
地
は
十
分
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
註(1
)
宮
澤
知
之
『宋
代
中
国
の
国
家
と
経
済
』
(創
文
社
一
九
九
八
)、
第
一
部
第
一
章
参
照
。
財
政
的
物
流
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
「中
国
専
制
国
家
の
財
政
と
物
流
宋
明
の
比
較
」
(第
一
回
中
国
史
学
国
際
会
議
研
究
報
告
集
『中
国
の
歴
史
世
界
-
統
合
の
シ
ス
テ
ム
と
多
元
的
発
展
1
』
東
京
都
立
大
学
出
版
会
二
〇
〇
二
)
、
七
～
八
頁
参
照
。
(2
)
拙
稿
「北
宋
の
西
北
辺
に
お
け
る
軍
糧
輸
送
と
客
商
」
(『鷹
陵
史
学
』
11七
二
0
0
1
)
(3
)
蛭
田
展
充
「宋
初
陝
西
の
軍
糧
補
給
政
策
」
(『史
滴
』
一
九
一
九
九
七
)
、
「宋
初
河
北
の
屯
田
政
策
」
(『史
観
』
一
四
一
一
九
九
九
)
参
照
。
唐
代
に
お
い
て
も
、
丸
橋
充
拓
氏
が
北
辺
で
の
軍
糧
政
策
に
つ
い
て
相
当
自
立
的
な
財
政
運
用
を
行
っ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
丸
橋
充
拓
「唐
代
後
半
の
北
辺
財
政
-
度
支
系
諸
司
を
中
心
に
ー
」
(『東
洋
史
研
究
』
五
五
-
一
一
九
九
六
)
、
「唐
代
後
半
の
北
辺
に
お
け
る
軍
糧
政
策
」
(『史
林
』
八
ニ
ー
三
一
九
九
九
)。
(4
)
斯
波
氏
は
、
軍
隊
が
消
費
す
る
人
糧
馬
料
の
総
消
費
量
を
三
〇
〇
〇
万
石
を
か
な
り
上
ま
わ
っ
て
い
た
と
推
定
し
、
陝
西
・
河
東
・
河
北
・
開
封
の
糧
草
消
費
量
と
軍
隊
の
配
置
状
況
を
図
に
示
し
た
。
し
か
し
、
開
封
を
除
い
て
、
糧
草
消
費
量
の
合
計
を
示
し
た
に
と
ど
ま
り
、
詳
し
い
分
析
は
行
っ
て
い
な
い
。
斯
波
義
信
『宋
代
江
南
経
済
史
の
研
究
』
(汲
古
書
院
一
九
八
三
)、
二
三
四
～
二
四
四
頁
参
照
。
(
5
)
宋
代
の
軍
事
費
が
財
政
支
出
の
八
割
前
後
に
達
し
て
い
た
こ
と
は
、
汪
聖
鐸
『
両
宋
財
政
史
』
(中
華
書
局
一
九
九
五
)
、
七
七
一
頁
を
参
照
。
(
6
)
『宋
史
』
に
よ
る
と
、
両
浙
・
江
東
西
・
荊
南
北
・
福
建
・
広
東
西
の
廂
軍
は
、
醤
菜
銭
が
支
給
さ
れ
な
い
他
は
、
六
路
と
同
様
。
四
川
の
四
路
は
、
糧
一
・
二
石
と
小
鉄
銭
一
六
貫
が
支
給
さ
れ
た
。
(
7
)
『宋
史
』
巻
一
九
〇
兵
四
郷
兵
一
。
保
毅
上
番
人
月
給
米
六
斗
、
仲
冬
、
賜
指
揮
使
至
副
都
頭
紫
綾
錦
袍
、
十
将
以
下
宅
綾
袍
。
忠
順
自
十
月
悉
上
、
人
給
糧
二
升
、
至
二
月
輸
半
営
農
。
(
8
)
小
笠
原
正
治
「
宋
代
弓
箭
手
の
研
究
(前
編
)
」
(
『東
洋
史
学
論
集
』
二
一
九
六
〇
)
参
照
。
(
9
)
王
曽
瑜
『宋
朝
兵
制
初
探
』
(中
華
書
局
一
九
八
三
)
、
二
一
六
～
二
二
〇
頁
参
照
。
(
10
)
註
(1
)
、
宮
澤
前
掲
書
。
四
三
頁
参
照
。
(
1
)
古
川
新
平
「北
宋
前
半
期
に
お
け
る
廃
監
租
佃
の
問
題
(
一
)
(
二
)
」
(
『
史
淵
』
四
四
・
四
七
一
九
五
〇
・
五
一
)
を
参
照
。
(
12
)
『包
孝
粛
奏
議
集
』
巻
八
「
請
那
移
河
北
兵
馬
事
」
。
(13
)
『楽
全
先
生
文
集
』
巻
二
一
「論
天
下
州
県
新
添
置
弓
手
事
宜
」
。
(14
)
日
野
開
三
郎
「
北
宋
時
代
の
所
謂
「
草
」
に
つ
い
て
L
(
『日
野
開
三
郎
東
洋
史
学
論
集
』
第
一
三
巻
一
九
九
三
三
一
書
房
)
所
収
。
(15
)
小
岩
井
弘
光
『
宋
代
兵
制
史
の
研
究
』
(汲
古
書
院
一
九
九
八
)
、
一
九
～
二
一
頁
。
北
宋
辺
境
の
軍
糧
支
出
八
五
八
六
(
16
)
註
(
9
)
、
王
前
掲
書
、
三
一
七
～
三
二
三
頁
参
照
。
(
17
)
註
(
15
)
、
小
岩
井
前
掲
書
、
四
二
八
～
四
三
一
頁
参
照
。
(18
)
最
前
線
の
州
軍
の
特
定
は
、
林
瑞
翰
「
北
宋
之
辺
防
」
(
『台
湾
大
学
文
史
哲
学
報
』
一
九
一
九
七
〇
)
の
慶
暦
の
防
線
に
よ
っ
た
。
(19
)
嘉
慶
一
三
年
長
洲
陳
氏
刊
本
『
河
南
先
生
文
集
』
に
よ
り
、
「
将
合
請
口
食
之
勝
半
」
を
「
将
合
請
口
食
二
勝
半
」
と
し
、
「
斤
」
の
前
に
一
を
補
っ
た
。
(20
)
衣
川
強
「
官
僚
と
俸
給
-
宋
代
俸
給
に
つ
い
て
続
考
1
」
(
『東
方
学
報
』
四
二
一
七
九
一
)
、
史
継
剛
『宋
代
軍
用
物
資
保
障
研
究
』
(西
南
財
経
大
学
出
版
社
二
〇
〇
〇
)
、
四
～
=
頁
参
　
　
(21
)
『長
編
』
巻
三
一
五
元
豊
四
年
八
月
丙
辰
。
詔
。
応
出
界
戦
兵
、
除
家
糧
外
、
各
支
口
食
糧
米
二
升
并
塩
菜
銭
。
(2
)
『長
編
』
巻
三
六
四
元
祐
元
年
正
月
庚
子
。
詔
。
諸
軍
差
出
者
、
毎
日
特
給
口
食
、
将
校
三
升
、
兵
給
二
升
。
(23
)
註
(9
)
、
王
前
掲
書
、
二
九
～
三
〇
頁
。
(24
)
堀
敏
一
氏
は
、
建
隆
以
来
之
制
を
仁
宗
の
末
年
の
状
況
と
す
る
。
「
五
代
宋
初
に
お
け
る
禁
軍
の
発
展
」
(
『東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
四
一
九
五
三
)
。
(25
)
『宋
史
』
兵
志
に
よ
る
と
宣
毅
・
保
捷
・
武
衛
の
指
揮
数
は
、
一
七
四
・
一
三
五
・
六
七
で
あ
る
が
、
『
長
編
』
巻
一
六
三
慶
暦
八
年
三
月
甲
寅
の
張
方
平
の
言
に
は
、
二
八
八
・
一
八
五
・
七
四
と
あ
る
。
『長
編
』
の
記
述
の
方
が
、
『宋
史
』
の
記
述
に
比
べ
(
°
)
(
　M
)
(
32
)
(
M
)
て
一
七
一
指
揮
多
く
な
っ
て
い
る
。
皇
祐
以
降
に
増
加
し
た
禁
軍
の
指
揮
数
は
、
『宋
史
』
兵
志
に
よ
る
と
全
部
で
四
三
指
揮
で
あ
る
(雄
勇
二
・
雄
略
一
〇
・
寧
遠
三
・
有
馬
雄
略
三
・
威
果
二
五
)
。
(26
)
煕
寧
の
併
営
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
和
男
「宋
都
開
封
と
禁
軍
軍
営
の
変
遷
」
(『東
洋
学
報
』
七
四
⊥
二
・
四
一
九
九
三
)
を
参
照
。
(27
)
こ
の
時
期
、
三
路
を
除
く
京
東
西
以
下
一
一
路
の
兵
力
が
関
中
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
戦
力
が
不
足
し
、
治
安
維
持
に
も
事
欠
い
た
。
中
で
も
特
に
重
要
な
京
西
・
京
東
は
、
郷
民
を
以
て
官
兵
に
変
え
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
、
江
南
に
も
治
安
維
持
を
目
的
と
し
た
部
隊
が
配
備
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
註
(15
)、
小
岩
井
前
掲
書
。
第
一
編
第
一
章
参
照
。
(28
)
『楽
全
先
生
文
集
』
巻
二
三
「論
京
師
軍
儲
事
奏
」。
臣
慶
歴
五
年
権
三
司
使
、
嘗
取
責
到
在
京
諸
倉
見
在
斛
副
数
、
人
糧
千
三
百
万
石
。
是
時
毎
月
約
支
三
十
四
万
有
余
石
、
計
可
備
二
年
一
十
一
月
日
支
遣
。
馬
料
三
百
二
十
万
石
、
是
時
毎
月
約
支
四
万
余
石
、
計
可
備
七
年
支
遣
。
(29
)
在
京
及
び
府
界
の
禁
軍
総
数
は
、
六
八
四
指
揮
×
四
〇
〇
人
"
二
七
万
三
六
〇
〇
人
と
し
た
。
『欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
一
一
ノ
「論
河
北
財
産
上
時
相
書
」
。
『欧
陽
文
忠
公
集
』
巻
一
一
七
「乞
放
行
牛
皮
膠
」。
『宋
史
』
巻
一
九
〇
兵
四
郷
兵
一
。
『端
明
集
』
巻
二
二
国
論
要
旨
強
兵
。
真
宗
与
北
敵
通
和
以
後
、
近
六
十
年
、
河
北
禁
軍
至
今
十
五
万
。
陝
西
自
元
昊
叛
、
増
兵
最
多
、
今
至
十
九
万
。
(
34
)
『
長
編
』
巻
一
二
八
康
定
元
年
七
月
癸
亥
に
は
「
今
湮
原
正
兵
五
万
、
弓
箭
手
二
万
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
金
成
奎
氏
に
よ
る
と
「
正
兵
」
と
は
、
蕃
兵
と
区
別
す
る
意
味
で
漢
人
兵
士
全
体
を
指
す
場
合
と
、
単
に
禁
軍
だ
け
を
指
す
場
合
が
あ
る
。
今
回
は
後
者
と
考
え
ら
れ
る
。
『宋
代
の
西
北
問
題
と
異
民
族
政
策
』
(汲
古
書
院
二
〇
〇
〇
)
、
二
四
九
頁
参
照
。
(
35
)
『武
経
総
要
』
前
集
巻
一
八
上
に
よ
る
と
、
陝
西
各
路
の
弓
箭
手
は
、
湮
原
路
二
万
一
五
九
七
人
・
鄭
延
路
一
五
二
一
人
・
秦
鳳
路
五
九
〇
〇
人
で
あ
る
。
湮
原
路
の
弓
箭
手
数
は
『長
編
』
の
記
述
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
他
路
の
弓
箭
手
数
も
『
武
経
総
要
』
の
記
述
に
即
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
湮
原
路
だ
け
が
弓
箭
手
を
含
ん
だ
数
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
他
路
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
(
36
)
『長
編
』
巻
=
一
八
康
定
元
年
七
月
癸
亥
。
今
湮
原
正
兵
五
万
、
弓
箭
手
二
万
、
躑
延
正
兵
不
減
六
七
万
。
(
37
)
『長
編
』
巻
=
二
七
慶
暦
二
年
閏
九
月
癸
巳
。
然
所
以
復
守
巣
穴
者
、
蓋
躑
延
路
屯
兵
六
万
八
千
、
環
慶
路
五
万
、
湮
原
路
七
万
、
秦
鳳
路
二
万
七
千
、
有
以
牽
制
其
勢
故
也
。
(
38
)
『長
編
』
巻
一
四
三
慶
暦
三
年
九
月
戊
子
。
環
慶
一
路
四
州
、
共
二
十
六
寨
、
将
佐
数
十
人
、
兵
馬
五
万
。
(
39
)
註
(
3
)
、
参
照
。
(
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(
41
)
慶
暦
と
嘉
祐
の
禁
軍
数
は
、
八
二
万
六
〇
〇
〇
人
と
六
九
万
三
三
三
九
人
で
あ
る
。
嘉
祐
の
馬
料
消
費
量
を
二
五
二
万
石
と
推
定
し
た
の
で
、
式
を
立
て
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
8
2
6
0
0
0
:
6
9
3
3
3
9
=
X
:
2
5
2
0
0
0
0
(42
)
註
(
28
)
、
参
照
。
(43
)
三
路
の
就
糧
禁
軍
七
四
〇
指
揮
の
内
、
国
境
地
帯
に
駐
留
す
る
指
揮
は
二
四
九
指
揮
で
あ
る
。
残
り
四
九
一
指
揮
、
一
九
万
六
四
〇
〇
人
分
の
糧
の
支
給
額
は
九
石
と
な
る
。
す
べ
て
の
禁
軍
が
国
境
に
移
動
し
た
と
仮
定
す
る
な
ら
、
国
境
地
帯
の
禁
軍
の
糧
消
費
量
は
、
一
七
六
万
七
六
〇
〇
石
(1
9
6
4
0
0
J
`
x
9
創
=
1
7
6
7
6
0
0
訓
)
減
少
す
る
。
(4
)
註
(15
)
、
小
岩
井
前
掲
書
。
第
一
編
第
一
章
参
照
。
(45
)
『長
編
』
巻
一
五
四
慶
暦
五
年
正
月
丙
子
。
又
四
路
所
駐
兵
、
十
分
中
宜
留
六
分
在
辺
、
二
分
令
東
還
、
二
分
徙
近
裏
州
軍
、
其
躑
延
路
徒
屯
河
中
府
、
環
慶
、
湮
原
路
徒
屯
邪
州
・
永
興
軍
、
秦
鳳
路
徙
屯
鳳
翔
府
。
(46
)
『
楽
全
先
生
文
集
』
巻
二
三
「
請
省
陝
西
兵
馬
及
諸
冗
費
事
」
。
今
境
上
堡
寨
、
兵
分
力
微
、
仮
如
寇
来
、
勢
必
不
能
出
戦
。
如
其
守
也
。
即
随
処
土
人
自
応
足
用
。
況
春
夏
之
際
、
戎
人
必
無
大
挙
。
若
毎
年
三
月
以
後
、
縁
辺
所
屯
東
兵
、
一
切
抽
向
内
地
就
食
、
至
八
九
月
復
遣
出
戍
。
『景
文
集
』
巻
二
八
「
減
辺
兵
議
」
。
敵
界
自
三
月
後
、
馬
痩
放
在
草
野
、
不
能
負
重
、
関
陝
人
皆
知
之
、
則
背
春
向
夏
、
敵
不
能
大
挙
、
其
験
一
也
。
敵
無
餽
運
、
毎
入
漢
界
、
嘗
因
糧
于
中
国
。
中
国
自
三
月
以
後
、
纔
有
麦
熟
、
其
余
禾
稼
未
成
、
無
糧
可
因
、
敵
不
能
大
挙
、
其
験
二
也
。
…
中
略
…
。
臣
欲
乞
朝
廷
詳
度
、
許
令
於
沿
辺
州
北
宋
辺
境
の
軍
糧
支
出
八
七
八
八
軍
城
砦
、
毎
年
自
三
月
後
、
抽
減
一
半
兵
馬
入
内
地
州
府
就
糧
、
直
至
九
月
却
元
駐
箚
処
、
号
為
防
秋
。
(47
)
『宋
会
要
』
兵
五
-
三
屯
戍
慶
暦
六
年
五
月
。
徒
陝
西
駐
泊
軍
士
月
給
銭
糧
多
者
、
屯
近
裏
州
軍
。
(48
)
『宋
会
要
』
兵
五
-
四
屯
戍
皇
祐
元
年
一
二
月
。
詔
。
陝
西
諸
路
経
略
司
、
徙
屯
馬
軍
近
地
、
以
省
辺
儲
。
(49
)
『包
孝
粛
奏
議
集
』
巻
八
「請
那
移
河
北
兵
馬
事
」
。
欲
望
聖
慈
特
出
宸
断
、
宜
諭
執
政
大
臣
、
応
沿
辺
及
近
裏
州
軍
兵
馬
、
除
各
留
防
守
外
、
其
屯
駐
駐
泊
諸
軍
、
或
令
帰
営
就
糧
、
諸
軍
即
分
屯
於
河
南
克
・
鄲
・
斉
・
濮
・
曹
・
済
等
諸
州
。
(50
)
青
山
定
雄
『唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
図
の
研
究
』
(吉
川
弘
文
館
一
九
六
三
)、
三
二
九
～
三
四
三
頁
参
照
。
(51
)
程
民
生
『宋
代
地
域
経
済
』
(河
南
大
学
出
版
社
一
九
九
二
)、
二
〇
～
二
五
頁
参
照
。
(52
)
米
の
輸
送
に
は
一
〇
〇
里
に
つ
き
三
二
文
の
費
用
が
か
か
る
。
州
に
よ
っ
て
大
小
が
あ
る
の
で
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、
隣
の
州
ま
で
一
〇
〇
里
以
上
と
い
う
場
合
は
少
な
く
な
い
。
そ
れ
が
数
州
と
な
れ
ば
三
〇
〇
～
五
〇
〇
里
の
間
隔
が
存
在
し
、
輸
送
費
は
一
〇
〇
文
以
上
と
な
る
。
二
～
三
州
南
に
移
動
す
る
だ
け
で
、
輸
送
費
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
。
詳
し
く
は
註
(2
)、
西
奥
論
文
参
照
。
入
中
に
伴
う
プ
レ
ミ
ア
ム
は
、
一
般
的
に
は
開
封
か
ら
の
距
離
が
長
く
な
る
ほ
ど
多
く
設
定
さ
れ
た
。
日
野
開
三
郎
「北
宋
時
代
の
塩
鈔
に
つ
い
て
附
・
交
引
鋪
」
(『日
野
開
三
郎
東
洋
史
学
論
集
』
第
六
巻
一
九
八
三
)、
五
〇
～
五
六
頁
参
照
。
(53
)
『范
文
正
公
集
』
政
府
奏
議
下
「奏
陝
西
河
北
攻
守
等
策
」。
然
後
東
兵
三
分
中
一
分
屯
辺
、
以
助
土
兵
之
勢
。
一
分
移
入
次
辺
、
或
屯
関
輔
、
以
息
辺
餽
餉
之
困
。
一
分
帰
京
師
、
以
厳
禁
衛
之
防
。
彼
如
納
欸
未
変
、
則
東
兵
三
分
中
更
可
減
退
。
又
縁
辺
無
税
之
地
、
所
招
弓
箭
手
、
必
使
聚
居
険
要
、
毎
一
両
指
揮
共
修
一
堡
、
以
完
其
家
、
与
城
寨
相
応
。
彼
戎
小
至
、
則
使
属
戸
蕃
兵
曁
弓
箭
手
与
諸
寨
土
兵
共
力
禦
捍
。
(54
)
『長
編
』
巻
一
二
六
康
定
元
年
三
月
癸
未
。
其
沿
辺
堡
寨
、
除
自
来
係
大
寨
広
屯
兵
馬
之
処
外
、
其
余
孤
小
寨
柵
、
断
自
朝
廷
、
委
経
略
部
署
司
、
須
得
移
那
兵
馬
、
分
食
旧
積
糧
草
、
無
使
余
羨
。
然
後
并
兵
入
城
、
只
留
人
員
兵
士
三
二
十
人
、
以
為
斥
候
。
量
事
更
差
弓
箭
手
防
護
。
(5
)
羅
球
慶
「北
宋
兵
制
研
究
」
(『新
亜
学
報
』
三
-
1
1
九
五
七
)、
二
〇
八
～
二
一
五
頁
参
照
。
(56
)
註
(34
)、
金
前
掲
書
。
二
三
〇
～
二
四
二
頁
参
照
。
(57
)
薛
向
が
河
北
都
大
提
挙
便
糴
糧
草
に
就
任
し
た
の
は
、
至
和
二
年
十
一
月
丁
巳
(『長
編
』
巻
一
八
一
)
で
あ
る
。
本
文
中
の
建
議
は
、
至
和
二
年
十
一
月
か
ら
嘉
祐
元
年
十
月
の
間
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(58
)
註
(3
)、
参
照
。
(59
)
註
(26
)、
久
保
田
論
文
参
照
。
(60
)
『長
編
』
巻
二
一
九
煕
寧
四
年
正
月
戊
戍
。
陝
西
都
転
運
司
裁
定
本
路
廂
軍
数
。
詔
。
減
五
千
人
、
以
三
万
人
為
額
、
省
辺
州
冗
食
也
。
(61
)
島
居
一
康
『宋
代
税
政
史
研
究
』
(汲
古
書
院
一
九
九
三
)
四
〇
六
～
四
一
六
頁
参
照
・
(62
)
『長
編
』
巻
五
七
景
徳
元
年
九
月
庚
子
詔
。
陝
西
諸
州
今
年
秋
税
折
納
芻
千
一
百
二
万
束
、
宜
特
免
四
百
万
、
邪
・
寧
等
十
九
州
軍
秋
税
毎
斗
加
官
糶
、
計
六
十
五
万
余
石
。
(
63
)
註
(
61
)
、
島
居
前
掲
書
。
四
〇
六
～
四
一
六
頁
。
(
64
)
『
文
献
通
考
』
巻
四
に
よ
る
と
、
華
北
の
五
路
と
東
南
六
路
以
外
の
夏
秋
税
額
は
、
四
七
八
万
二
三
九
〇
(貫
・
石
・
匹
・
・
・
)
で
、
全
体
(
五
二
〇
一
万
九
三
九
)
の
一
割
に
も
満
た
な
い
。
(
65
)
後
藤
久
勝
氏
は
、
商
税
統
計
を
分
析
し
、
行
塩
地
と
ほ
ぼ
等
し
い
一
～
二
路
程
度
の
地
域
的
市
場
圏
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
市
場
圏
の
範
囲
は
、
氏
が
自
ら
述
べ
る
よ
う
に
、
厳
密
に
は
商
品
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
軍
糧
補
給
と
い
う
特
殊
な
場
合
に
お
い
て
は
、
税
物
と
の
関
係
も
あ
り
、
異
な
る
範
囲
の
設
定
が
必
要
で
あ
る
が
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
後
藤
久
勝
「北
宋
に
お
け
る
商
業
流
通
の
地
域
構
造
1
『宋
会
要
輯
稿
』
所
収
煕
寧
十
年
商
税
統
計
を
中
心
と
し
て
I
」
(
『史
淵
』
=
二
九
二
〇
〇
二
)
参
照
。
北
宋
辺
境
の
軍
糧
支
出
八
九

